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能登半島地震災害救援拠金 
最終報告

2億1,540万円を被災県・市老連へ伝達

　みなさまにご協力いただきました「能登半島地震災害救援拠金」 は、最終的に 2 億 1,540 万円となりま

した。全国からのご協力に深く感謝申し上げます。

　5 県・市老連に対する配分は、第一次配分（1 億 3,000 万円）も含み、別表のとおりとなります。

●救援拠金の配分について
　救援金の配分は、被災を受けた富山県、石川県、福井県、新潟県、新潟市の老連代表者を交えた「能登

半島地震災害支援会議」 において、 それぞれの現状報告をもとに決定しています。10 月末に行われる最終

伝達では、9月21〜23日に石川県能登地方に甚大な災害をもたらした豪雨災害による被害も踏まえて決

定されました。

救援拠金配分内訳
送金先 送金総額 第１次送金額 第２次送金額
富山県 21,930,000 円 16,510,000 円 5,420,000 円
石川県 164,970,000 円 92,040,000 円 72,930,000 円
福井県 690,000 円 520,000 円 170,000 円
新潟県 6,910,000 円 5,200,000 円 1,710,000 円
新潟市 20,900,000 円 15,730,000 円 5,170,000 円
合　計 2 億 1,540 万円 1 億 3,000 万円 8,540 万円

5月−輪島市老連が単位クラブの会長を対象に行った調査によると、単位クラブの会長達が、発災後、

自らも被災しているなか、会員の安否確認を行ったり （66%）、避難所の運営に関わったり （32%） してい

たことがわかりました。（対象 69 名、回答率 94%）

10月−石川県老連主催「能登半島地震支援グラウンド・ゴルフ

大会」を開催。215人が参加しました。被災を受けた能登地域か

らの参加者は、仮設住宅の建設などで活動場所も減っており、久々

のプレーを「楽しみたい」と言っていました。この他、県老連は

「お悩み相談ダイヤル」を設けて、震災の影響でクラブの解散や

休会などリーダーが抱える悩みについて「一緒に考えよう」と積

極的に声をかけています。

■石川県老連情報

仲間といっしょにいきいきプレー（10月9日）

●全老連の取り組み
　１月15日　全国に「令和6年能登半島地震救援拠金」を呼びかけ。

　１月18日　全老連古都賢一副会長と笹尾勝前常務理事が富山県老連、石川県老連を訪問。

　２月   1 日　 「都道府県・指定都市老連代表者会議」で被災地を代表して石川県老連須野原雄会長

が状況を報告。／全老連女性委員が石川県釜谷匡子女性委員長と懇談。

　５月21日　第１回「能登半島地震災害支援会議」（全老連・被災５県・市老連）を開催

　５月29日　全老連理事会で石川県老連須野原雄会長が状況を報告。

　５月31日　第一次取りまとめ分を被災老連に伝達（送金）。

　６月17日　全老連村木厚子会長が石川県老連、輪島市老連を訪問。

　６月20日　全老連評議員会で富山県老連麻畠裕之会長、新潟県老連冨沢哲会長が状況を報告。

　10月  2 日　第２回「能登半島地震災害支援会議」（全老連・被災５県・市老連）を開催（文書審議）

　10月 31日　第二次（最終）取りまとめ分を被災老連に伝達（送金）。
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老人クラブの法的な位置づけと公的補助

老人クラブは、昭和38年 8 月に施行された「老人福祉法」第13条第 2項において、“地方公
共団体は、老人の福祉を増進することを目的とする事業の振興を図るとともに、老人クラブ
その他当該事業を行う者に対して、適当な援助をするように努めなければならない”と位置
づけられています。
この条項をもとに、国では「老人クラブ活動等事業実施要綱」を定め、地方公共団体（都
道府県や市区町村）をとおして、老人クラブに対する公的な補助を行っています。

〈参考 1〉「老人福祉法（抜粋）」（70ページ）
〈参考 2〉「老人クラブ活動等事業実施要綱」（72ページ）

「老人クラブ」とは

老人クラブは、地域を基盤とする高齢者の自主組織です。
戦後、先覚者の提唱と社会福祉協議会の協力によって誕生し、各地に広がりました。
現在では、全国的なネットワークを有する高齢者組織となっています。
また、クラブ相互の連絡調整を図り、より広域的な共同事業を実施するために、市区町村、
都道府県・指定都市、全国の各段階に、それぞれ連合会を組織しています。

老人クラブ数・会員数の推移

年
クラブ数
（クラブ）

会員数
（人）

昭和36年
40年
50年
60年

平成元年
10年
20年
25年
30年

令和元年
2年
3年
4年
5 年

9,755
55,998
105,741
127,107
130,411
134,285
122,153
110,487
98,592
95,823
92,836
89,498
85,805
81,579

790,826
3,502,274
6,314,618
8,077,080
8,381,742
8,869,086
7,623,972
6,488,740
5,488,258
5,245,723
4,988,999
4,712,182
4,387,233
4,053,362

クラブ数・会員数は各年3月末現在。
資料：厚生労働省報告例（ただし、平成25年は全国老

人クラブ連合会において一部修正）。

単位老人クラブ

市区町村老人クラブ連合会

都道府県・指定都市
老人クラブ連合会

全国老人クラブ連合会

Ⅱ．老人クラブの組織


